
ＮＯ．２８３      富士見二丁目３番 地区（組合施行）

計画地

計画の概要

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

東京都市計画道路補
助線街路第74号線

千代田区特別区道千
第262号 ８．０ｍ 約７０ｍ -

千代田区特別区道千
第277号 ８．０ｍ 約５０ｍ -

千代田区特別区道千
第278号

８．０ｍ
～９．５ｍ

約５０ｍ ー

建築面積

A 約２，８００㎡ -

B 約１３５㎡ -

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約４５，０００㎡
（約３４，８５０㎡）

-

約１，２００㎡
（約９００㎡）

-

事務所、住宅、店舗
駐車場等

B ７５％ ５００％ ４０ｍ ２ｍ

A ７０％ ８５０％ １３０ｍ
４ｍ
２ｍ

既設

既設

拡幅

建築物の整備

街
区

建蔽率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度
主要用途

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

別に都市計画に定めるとおり 整備済

事務所等

A敷地　地上２１階／地下２階
B敷地　地上６階／地下２階

A敷地　約１３０ｍ
B敷地　約３３．５ｍ

２　都市計画の内容

富士見二丁目３番地区第一種市街地再開発事業 約０．５ha

(ふじみ２ちょうめ３ばん)

１　計画の概要

東京都千代田区富士見二丁目地内

　本事業は、拠点駅前に相応しい都市基盤施設整備を実現するため、小規模宅地の統合による大街
区化や道路拡幅による狭隘道路の解消などの地域の防災力強化、沿道の賑わい形成に資する広場
や安全で快適な歩行者ネットワークの整備の他、JR飯田橋駅周辺の交通結節機能整備への協力など
を行うことを目的とする。
　また、土地の高度利用により、業務、商業、居住、子育て支援等の地域に必要な都市機能集積を図
り、駅前立地を活かした魅力的な複合市街地を形成する。

約０．５ha
A敷地　鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート

造
B敷地　鉄骨造



建築敷地面積

A 約４，１００㎡

B 約１８０㎡

都市計画決定

飯田橋駅西口地区

B-1地区：
８５０％

B-2地区：
５００％

B-1地区：７０％
B-2地区：８０％

B-1地区：
２００％

B-2地区：
２０％

B-1地区：
２００㎡

B-2地区：
３０㎡

B-1地区：
４ｍ、２ｍ
B-2地区：

２ｍ

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　月　日

平成２５年３月２９日

平成２６年６月２４日

令和４年１０月２０日

令和６年８月８日

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

富士見二丁目３番街区再開発協議会設立

富士見二丁目３番街区市街地再開発準備組合設立

富士見二丁目３番地区第一種市街地再開発事業に関する都市計画決定

富士見二丁目３番地区市街地再開発組合　設立認可（事業計画認可）

用途
A敷地　事務所、住宅、店舗、駐車場等

B敷地　事務所等

-

-

令和６年８月８日　東京都告示第８７７号 約４５０億

A敷地　約４５，０００㎡
B敷地　約１，２００㎡

A敷地　約８５０％
B敷地　約５００％

令和４年１０月２０日　千代田区告示第９４号

３　地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）

地区名 面積
容積率の
最高限度

建蔽率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の位
置の限度

約３．８ha

令和４年１０月３日　東京都告示第１３１２号

４　事業計画の概要

A敷地　約４，１００㎡
B敷地　約１８０㎡

A敷地　約７０％
B敷地　約７５％

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・敷地の西側及び北側に周辺開発との一体性
に配慮した広場を整備し、これらをつなぐ貫通
通路を整備することにより、安全で快適な歩行
者空間を確保する。
・敷地の東側に地域住民や来街者等の利用に
供する滞留空間となる広場を整備する。
・道路に面して歩道状空地の整備を行い安全で
快適な歩行者空間を確保する。

-

・道路に面して歩道状空地の整備を行い安全で
快適な歩行者空間を確保する。 -



６　位置図

７　区域図



８　配置図

９　完成予想図


